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特集

　ＪＡいわて平泉は水稲と園芸、畜産の複合経営を推進しています。後継者

不足が叫ばれる中、当管内も例外ではありません。しかし、若き力が少しず

つ育ち、当産地に元気と希望を与えてくれています。親子で農業を営む農家を

紹介しながら、当地域での就農状況や支援対策事業を紹介します。

　

Ｊ
Ａ
で
は
独
自
に
「
黄
金
の
郷
づ
く

り
推
進
対
策
事
業
」
を
柱
に
、
農
家
組

合
員
の
所
得
向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
園
芸
品
目
に
お
い
て
は

生
産
面
積
の
拡
大
が
図
ら
れ
た
ほ
か
、

畜
産
で
は
繁
殖
農
家
が
減
少
す
る
中
に

あ
っ
て
も
素も
と

牛
の
出
荷
頭
数
が
増
え
る

な
ど
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
産
地
を
維
持
す
る
た
め
に

新
規
就
農
者
や
後
継
者
の
確
保
に
も
力

を
入
れ
、「
新
規
就
農
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

相
談
窓
口
」
や
新
規
栽
培
者
向
け
の
現

地
見
学
会
、「
園
芸
だ
よ
！
全
員
集
合
」

な
ど
の
支
援
対
策
に
も
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
直
近
５
年
間
の
新
規
就
農
者
（
表

１
）
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
が
、
表
２
か

ら
20
代
と
30
代
の
就
農
者
数
が
多
い
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
今
後
も
関
係
機
関
と
連

携
を
強
化
し
な
が
ら
新
規
就
農
者
や
生

産
者
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

Ｕターン就農者
新規学卒者

新規参入者
農 業 雇 用

H24 H25 H26 H27 H28 合　計

H24 H25 H26 H27 H28 合　計

0
15
4
11
30

1
11
2
4
18

1
16
1
3
21

2
5
2
8
17

0
9
2
8
19

4
56
11
34
105

2
6
9
6
5
2
0
30

10 代
20 代
30代
40代
50代
60代

0
3
9
5
1
0
0
18

0
10
8
3
0
0
0
21

3
7
4
1
2
0
0
17

3
6
4
3
0
0
3
19

8
32
34
18
8
2
3

105

　  合　計

　  合　計
　不　　明

表 2　新規就農者の就農時年齢区分

表1　新規就農者の就農区分

資料：一関農業改良普及センター

資料：一関農業改良普及センター
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Q  就農したきっかけは？
A いずれ父の後を継ごうと思っていたこともあり、
子どもが生まれるタイミングで就農しました。子育て
に時間がとれ、成長を見守って来れたと思います。

Q 実際就農されどうでしたか？
A 就農当初は若い農業者がいない事での不安があ
りました。さまざまな活動を通じて仲間が増え、人
との出会いに感謝しています。また、地域や学校と
も連携した取り組みができたことも良かったです。

Q 今後の意気込みは？
A 地域農業を担い、次の世代を育て、次代へとつ
ないでいきたいです。他の産業や行政などのつなが
りの中で視野を広げると共に、農業を継承するため
の方法を模索し、家族や仲間と協力しながら産地を
守っていきたいです。

米
生産者

一関市中里　遠藤 清春さん（６９）
  清

きよゆき

行さん（４３）
経営内容　水稲３５ｈａ

父から子へ
　子どもたちに安定した経営を見せることが、後継者確保
につながると思います。米作りに自信と誇りを持ち、同じ
志を持った仲間と共に次代へと継承してもらいたいです。

Q 就農したきっかけは？
A 花泉は父のふるさとで、家を守るため帰郷しキュ
ウリ栽培を行っていました。その家とキュウリ栽培を
継ぐため、生まれ育った横浜からＩターンしました。

Q 実際就農されどうでしたか？
A キュウリの成長に合わせながら自分のペースで仕
事ができるのは良いと思いますが、キュウリは成長が
早く出荷時期は休みがないため体力的にきついです。

Q 今後の意気込みは？
A 来年、経営移譲されることになっているので、
今の収量を上回りたいと思っています。一つひとつの
作業を確実に覚え、逃げずにキュウリと向き合ってい
きたいです。

キュウリ
生産者

花泉町永井　本田 洋一さん（６９）
  幸

こう

さん（４３）

経営内容　キュウリ１７ａ

父から子へ
　普段の作業の様子から、安心して任せられるようになっ
たと感じています。来年からはサポートに回り、息子を支
えていきたいです。自分の目標に向かってしっかり取り組
んでもらえればと思います。

清行さんに聞きました

幸さんに聞きました
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Q 就農したきっかけは？
A ７年前に嫁ぎ、祖父と父が担っていた和牛繁殖
ですが、３年前が代替わりの時期にあたり父の力に
なりたいと就農しました。

Q 実際就農されどうでしたか？
A 祖父や父の作業する姿が楽そうに見えていまし
たが、実際は体力的にきつい仕事だと思いました。
しかし、成果が目に見えるのでやりがいがあります。

Q 今後の意気込みは？
A 父の代で飼養頭数を倍にしたので、いずれ今の
倍の飼養頭数にしたいと思っています。そして、地元
の肥育農家に買ってもらえる牛を作りたいです。

和牛繁殖

花泉町老松　千葉 稔さん（５３）
  亮介さん（２９）
経営内容 和牛繁殖　２８頭
 水稲　６ ha

父から子へ
　就農してくれたことに感謝しています。何もわからない
状態で就農し大変な事も多いと思いますが、仲間のネット
ワークを広げ自分で研究しながら頑張ってもらいたいです。

Q 就農したきっかけは？
A 小さい頃から牛がいるのが当たり前で、小学生
の頃から手伝っていました。祖父と祖母を手伝うた
め、高校を卒業し就農しました。

Q 実際就農されどうでしたか？
A 就農して１、２年は休みがなく大変だと思いまし
た。しかし、酪農は年間の収入が安定しているので
経営計画が立てやすいと思いました。

Q 今後の意気込みは？
A 所得向上を図るため経費を節減していきたいで
す。そのために、良質の自家産粗飼料を取るために
春の一番草を刈り遅れないようにしたいです。

酪農

千厩町小梨　尾形 誠さん（５５）
  幸希さん（３０）
経営内容 酪農６０頭
 （搾乳４０頭、未経産２０頭）

父から子へ
　農業は手を掛けた分の見返りがあります。適期作業を
行いながら、掛けるべきところには手を掛け所得につな
げてほしいと思います。そして、早く良い伴侶を見つけ
てくれることを願っています。

亮介さんに聞きました

幸希さんに聞きました
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栽培技術を学びたいな

新規学卒者等就農促進支援事業

まず何から始めたらいいの？

新規就農ワンストップ相談窓口

資金はどうしよう？

黄金の郷づくり推進対策事業

栽培作物は何にしよう？

園芸だよ！全員集合

　一関市内で就農を希望する方に対し、雇用によ
る栽培研修や座学研修等、就農に向けた研修を
行っています。市よりＪＡが事業を受託しています。
この他、国や県、平泉町でも支援事業があります
のでご活用ください。

お問い合わせ　ＪＡ営農振興課　☎34-4001

　ＪＡや市町、県で構成する一関地方農林業振
興協議会では、「新規就農ワンストップ相談窓口」
を開設しています。関係機関が連携して、就農を
考える方の課題解決に向け相談に応じます。経営
計画の策定や、施設の導入、資金の調達などお
気軽にご相談ください。
お問い合わせ
ＪＡいわて平泉営農振興課 ☎ 34-4001
一関農業改良普及センター ☎ 52-4961
一関市農政課 ☎ 21-8421
平泉町農林振興課 ☎ 46-5564

　ＪＡでは独自の支援対策事業「黄金の郷づくり
推進対策事業」を行っています。初期の設備投
資や経営規模拡大などにご利用いただけます。ま
た、国が事業主体となっている交付金等もありま
すので、詳しい内容・条件につきましてはお問い
合わせください。
　　お問い合わせ ＪＡ米穀課　☎34-4002

ＪＡ園芸課　☎34-4003
ＪＡ畜産課　☎34-4020

　ＪＡでは、農業に興味のある方や、これから農
業を始めたい方を対象に園芸作物について知って
いただく機会を設けています。管内農家の現地見
学会や主要作物についての説明会を開催している
他、個別相談も行っています。１１月２１日、22日
に説明会を行います。詳しくは下記までお問い合
わせください。
お問い合わせ　ＪＡ園芸課　☎ 34-4003

就農に向けたＪＡの支援 ＪＡでは関係機関と連携し、就農したい方の課題解決のサポートをし
ています。さまざまなシーンやニーズに合わせた対応をいたしますので、
お気軽にご相談ください。

農業を

始めたいな
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